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１．研究計画の概要 
膨大な蓄積がある労働運動史研究が、「性差
に関する知の産出と再生産」に寄与してき
たので、その読み直しを行い、男性性の構
築と関連させた研究を行う。ナショナリズ
ムと労働運動との関連を階層に注目しなが
ら探索する。 
 
２．研究の進捗状況 
労働運動が性差の構築や再構築に寄与し、そ
の過程で男性性の構築にも関連してきた点
については、論文を完成させている。現在は
ネイション・階層・ジェンダーの関連につい
て研究し、ナショナリズムを担った市民層が
労働運動をどう捉え、とくに女性たちをどの
ように労働運動から引き離し、ネイション秩
序を維持しようとしたかを研究している。 
 
３．現在までの達成度 
労働運動とジェンダーの関連に関してはほ
ぼ達成したが、あらたにナショナリズムと階
層についての観点を加えたので、その研究は
まだ達成半ばである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は、主としてネイション秩序の維持と
いう観点から市民層と労働者の対立および
働きかけについて考察する。愛国婦人団体と
いった具体的な市民層の組織が労働向けに
どのような活動を展開したのかを検討し、研
究を完成させたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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